
 

 

 

October 31，2022 国際教育部 Vol.2 

 

 今回はコロナ禍で主流となったオンラインによる

国際交流について報告します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌山県内外の高校生とアジア・オセアニアの国や

地域の高校生が、共に世界共通の課題についての意

見交換・プレゼンテーション・文化紹介等を通じ、

グローバル社会で活躍できるリーダーを育成するこ

とを目的に、平成 27年度より実施しています。 

さらに、本県の高校生が、和歌山の文化遺産等に

触れ、他国等の高校生と相互理解を深めるととも

に、郷土への愛着と誇りを育む機会としています。 

 

 

“参加しようと思った理由” 

・少しでも海外の人と交流したり、違う価値観の人の意見

を聞いたりしてみたかったから。また、自分の英語力が 

どのくらいあるか知りたかったから。（2G池島さん） 

 

“参加してよかったと思ったこと” 

・マレーシア、ブルネイ、モンゴルなど、普段の生活では 

関われない人たちとコミュニケーションをとれたことで、

自信や度胸がついた。（3A西さん） 

・準備のため単語や慣用表現を調べたことで知識が身に

ついた。また、交流を通して価値観が変わった実感が 

 あり、これは参加しなければ感じられなかったと思う。 

（2G奥野さん） 

 

 

 

 

 

２G池島そよ風さん（左写真-中央） 

３A西礼花さん（左写真-右） ２G奥野優芽さん（右写真-右） 

 

 

 

 

 

 

今年１月に和歌山県と中国四川省の友好県省関係

が締結されたことを記念し、和歌山県内及び四川省内

の高校生によるオンライン交流会を実施しました。 

星林高校からは、以下の５名が参加してくれました！ 

１Ｂ 楠木香子さん、 １Ｃ 西岡紗姫さん、和田優奈さん 

２Ｄ 山本清貴さん、 ２Ｇ 寺口広宣さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際交流科３年生 中国語Ⅱ の授業において、四川

省の宜賓市第一中学校で日本語学科を専攻する生徒

とのオンライン交流を実施しました。中国語で自己紹

介をした後に、星林高校の紹介、クラブ活動の紹介を

中国語で発表しました。これまで実践機会が少なかっ

た中国語の使用を楽しみました！ 
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 “タイ訪問団との交流”号！? 

アジア・オセアニア高校生フォーラムとは？ 

（7 月 25 日～27 日） 

（１０月１５日） 

（１０月１９日） 

 


